
The Zoological Society of Japan

NII-Electronic Library Service

The 　Zoologioal 　Sooiety 　of 　Japan

362 一
　般　講　 演

10ml の 三 角 フ ラ ス コ に 1・5　ml ず つ 分注 して 24

時間 旋 回培 養 を行い
， 分離細肆の 組 織再形成能力 を

調 ぺ た 。
500− 20

，
000r の r

一
線を照射す る と，500−

15，  r 鮒 区で は 細胞 の 組糖 形成 ｝よ 非照射の も

の と ほ とん ど変らず正常 に 進 む 。
20

，000　r 照射 で は

凝集塊 の 直径 が非常に 小 さ くな りそ の 数 も多い
。 し

か し 内部構造は 非照射 と 変 らず ， 組織形成が み ら れ

る 。 こ の こ とか ら組織再形成 に 関与 し て い る 要因 は

放射線障害 を受 け に くい もの と思 わ れ る 。 分離 細胞

を種 々 の 濃度の ク ロ ラ ン フ ェ ニ コ ール を含む 培養液

中 で 培 養 す る と，0・001％ お よ び O．Ol％ の 濃 度で

は ほ と ん ど影響がな い が ，
0．1％，0．25％ で 凝集塊

の 形成 は 強 く阻害 され る
。 処 理 時間，処 理 時期 を 変

えた実験 で も，分離細胞 の 組織 再形成が抑 制さ れ る

こ と か ら ， こ の 過程 に は 蛋 白 合 成が関与 して い る こ

とが示唆 さ れ る 。

ア ル テ ミア乾燥卵の発 生にお ける

　　核の 変化 と放射線感受性

岩崎民 距 中西 宥 ・加藤 旌 夫 （放医研 ・
生 遺）

　 ア ノレ テ ミ ア 乾 燥卵 は 2％ 食塩水中 で 細胞分裂 な し

に ナ ウ フ

ー
リ ウ ス 幼生 に 発生 す る が ， 核 の 様相 は 発生

の 進 行 と と も に 変化す る
。 乾 燥卵 を 浸水後 ， 種 々 の

時間 に お け る 固定染色材料 お よ び ア セ テ ィ ッ ク オ ル

セ イ ン 押 し つ ぶ し標本 に つ い て 核内 の ク ロ マ チ ン 物

質 お よ び 仁 の 変化 を観 察 した。乾燥卵 で は ク ロ マ チ

ン 物質f，：大 きな不定形な塊 りと して 核内に 充満 して

い る が ，浸水時間 の 経過 と と もに 細 い 糸状あ る い は

小 さな粒状 と な っ て 散在す る。一
方 ，仁 は 乾燥卵 で

は ほ とん ど認 め 難 い が ， 次第 に そ の 大 きさを増 し ，

1 個 の 球 形 の 仁 とな る 。

　種 々 の 発生 時期 に
ec’Co ガ ン マ 線 （120 好

，
2ro 　kr）

を 照 射 し，浸水時間 に よ る 放射線感受性 の 差 を孵 化

率 に つ い て 調査 した。浸水 艮時間後 に 孵 化 率 は 急激

に 低 下 し，そ の 後徐 々 に 上 昇 す るが ，12 時間後に お

い て 孵 1ヒ率 は 一時的 な低 下 を 示 す。 こ の 時 問 に

DNA 合成 が始ま る とい う結 果か ら も放射線 感受性

と 核 の 変 化に は 関連が あ る もの の よ うで あ る。

日本産 ア リ科撤 種の 染色体

今井弘 民 （教育大 ・理 ・
動）

　筆 者 は 3 亜科 13種 の ア リの 染 色体数 に つ い て 調
べ た 。 材料 は 野外 よ り採集 し た 蛹 化 直後 の 精巣 ， 卵

巣，
齟
及 び 脳 神経節を蒸溜 水 申で 摘出，5 分問放置 し，

ア セ トオ ル セ イ ン 押 しつ ぶ し法 tcよ り観 察 した 。 次

に そ の 結果 を示す。

　
ハ リ ア リ亜科 3Eu 釦onera 　salitaria （n ・＝11

，
2n ＝

22）・ 7 タ フ シ ア リ亜 科 ； 跏 ’4訛 魚 ・ ida （n ＝ 10
，

2ロ ＝ 20），Pheidale　nodus 　（n ：＝ 18），　Pristomy ” nex

Pttngens（n ＝ 12
，
2n 二24），　Tetプamorium ‘ ttespitu ，lt

力 cα 5 （n ＝14
・
2n ＝ ZZ），　APhaenogaster 　famelica

（n ・＝17 ・
2n ＝ su）・

ムMyrvitica　rubura 　silz ，estrii （n ．＝

23， 2n＝蝿 ）， ヤ マ ァ リ亜 科 ； （lirnpanatum　herca 、

leanus　」
’
aPonicas （n ＝14），　Lasitts　n 　iger（2n 　・＝ 　SO），

五召 5f μ∫ f 仞 μ 5　myoPus （2n 　 ＝ 30），　 Farniica　trun 一

ω プ‘‘’り
’e∬ ensis （2n ＝ 52）・

・F・ r 〃細 ル ・ ca 　iapani・a
（n ＝ 27

，
2n ＝＝54）， 1切 6   π 5　sa 〃 ltlrai 　（n ＝ 27

，　2n
＝ 54．）。

膜翅 目広 腰亜 目の 染 色体研究

野草俊 作 ・加藤暢重 （兵 庫農大 ・生）

　 ヒ ラ タ バ バ チ科 1 種 ，
ババ チ科 6 種 お よ び マ ツ

バ バ チ科 3 種の 染 色体 を 観察 し た 。 ヒ ラ タ バ バ

チ科 ICつ い て は こ れ ま で 報 告 を み ない
。
　 Pam −

Phiiiu5　tucidus は 2n ＝ 28，　n ＝14 で ，特 に 大型
の J 型 染色 体が 1 対存在 し，特 異な 核型 を して

い る 。 本科 は 原始 的な もの と 考え られ て い る だけ

に系統 関係 を 考察す る 上 に 興味が あ る 。
バ バ チ科

で は シ ダ バ バ チ亜 科 2 種 ，Strongyiogaster　blechni
は 2n ＝ 18・n ＝ 9・

・
＆ 勲 ・ 4・・ は 2n；20

，
n ・ ・ 10

，

マ ル ハバ チ亜 科 の （laliroa　zelheva は 2n ＝ 16
，
　 n ＝

8・ ネ マ ツ ス 亜科 の PristiPhera　f屈   痩 も 2n＝
16

，
n ＝ 8 で あ っ た 。

バ バ チ亜 科 2 科，　PaehyPr “

ta5is　fukii（2n　＝an
，　n ＝ ＝ 10） と Macro ρbya 　car −

bonaria （2n ＝ 16
，　n ＝ 8）は 分類学上極め て 近縁種 と

考 えられ て い る が，幼 虫期 の 形態 や 細 胞 学的 に も
か な り 相異点 の ある こ と は 注 目すべ きで あ る 。

マ
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’
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